
開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和4年7月1日（金）
18：30 ～ 20：30

サフィールホテル稚内
（稚内市）
定員：21名

（事前に申し込みが必要です）

・職場巡視に活かせる工学的な受動喫煙対策
北海道労働保健管理協会産業保健部次長　相澤　和幸

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
 実地1・専門1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和4年7月5日（火）
18：30 ～ 22：30

※詳細は本号附録にて案内

小樽市医師会館
（小樽市）
定員：40名

※以下URLよりお申込みください
https://goo.su/k6hb
（事前に申し込みが必要です）

・ビデオ研修
・法規の解説

小樽労働基準監督署
・健康管理と健康づくりについて
－働く人の生活習慣病予防－
北海道大学大学院医学研究院社会医学分野公衆衛生学教室教授　玉腰　暁子

・健康管理と健康づくりについて
－産業保健と不安障害－
北海道医療大学心理科学部臨床心理学科教授　中野　倫仁

基礎研修
 実地1・後期3

生涯研修
 更新1・実地1・専門2

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和4年7月6日（水）
18：30 ～ 20：30

倶知安町中小企業センター
（倶知安町）
定員：30名
（事前に申し込みが必要です）

・職場巡視に活かせる工学的な受動喫煙対策
北海道労働保健管理協会産業保健部次長　相澤　和幸

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
 実地1・専門1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和4年7月8日（金）
18：30 ～ 20：30

旭川市大雪クリスタルホール
（旭川市）
定員：50名
（事前に申し込みが必要です）

・職場におけるうつ病
特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院長　松原　良次

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修 専門2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和4年7月16日（土）
15：00 ～ 19：00

※詳細は本号附録にて案内

かでる2.7
（札幌市）
定員：200名

※以下URLよりお申込みください
https://goo.su/p1rUv
（事前に申し込みが必要です）

・法規の解説
北海道労働局

・職場の環境管理・作業管理と職業病について
－化学物質取扱業務従事者の３管理と最近の特殊健康診断の一部改訂－
北海道産業保健総合支援センター所長　森　　　満

・健康管理と健康づくりについて
－職場におけるメンタルヘルス－
特定医療法人社団慶愛会札幌花園病院長　松原　良次

・産業医活動の実際
－メンタルヘルス不調者への面接指導の留意点－
札幌市精神保健福祉センター所長　鎌田　隼輔

基礎研修 後期4

生涯研修
 更新1・専門3

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和4年7月18日（月･祝）
13：00 ～ 15：30

※詳細は本号附録にて案内

札幌グランドホテル
（札幌市）
定員：100名

※以下URLよりお申込みください
https://zoom.us/webinar/register/
WN _ fgp _ k5ZESfKgzBZ _ 7jcckw

（事前に申し込みが必要です）

－医師の勤務環境の整備に関する病院開設者、病院長・管理者等への講習会－
〇特別講演
・公衆衛生医師からみた医師の働き方改革

北海道保健福祉部技監　人見　嘉哲
〇シンポジウム「医師の働き方改革について」
・特定労務管理対象機関を目指す医療機関の取り組むべき課題について

厚生労働省医政局
・医師等の宿日直許可基準のポイントについて

厚生労働省北海道労働局労働基準部監督課長　上田　敦郎
・ICT機器を活用した医師の働き方改革について

基礎研修 後期2

生涯研修 更新2

北海道医師会
事業第三課

（011-231-1726）

令和4年7月20日（水）
18：30 ～ 20：30

釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞
（釧路市）
定員：44名

（事前に申し込みが必要です）

・治療と就業の両立支援（事例検討）
北海道労働保健管理協会医療本部長　飯田　和久

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修
 実地1・専門1

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

令和4年7月28日（木）
18：30 ～ 20：30

スキルアップセンター空知
（滝川市）
定員：30名

（事前に申し込みが必要です）

・フィットテストについて
中央労働災害防止協会北海道安全衛生サービスセンター
衛生管理士・第１種作業環境測定士　石塚　久美

※同一年度内に同テーマの研修会を受講された方、される方は受講不可

生涯研修 更新2

北海道産業保健
総合支援センター

（011-242-7701）
お申し込みはHPにて

日医認定産業医制度研修会開催一覧

◇産業保健部◇

詳細につきましては主催元（下記「連絡先」欄）へお問い合わせください。
＊今後の状況により開催が延期・中止となる場合がございます。
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開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

令和4年11月25日（金）
9：40 ～ 17：00

中央労働災害防止協会
(札幌市)
定員：60名
受講料：
THP登録者　21,780円
中災防協会賛助会員　21,780円
一般　　　　24,200円

(事前に申し込みが必要です）

－令和4年度第24回実務向上研修－
・働く人の健康づくりの動向

中央労働災害防止協会
・身体を守る免疫の話～ストレス下での感染
対策～（職域）
順天堂大学大学院医学研究科准教授　竹田　和由

・職場ではぐくむレジリエンス:測定、理論、
実践
レジリエ研究所㈱代表取締役　市川　佳居

※お申込みはこちらから
https://www.jisha.or.jp/hokkaido/seminar/a3160_skil_up.html

生涯研修 専門5

中央労働災害防止協会
北海道安全衛生
サービスセンター

（011-512-2031）

受講資格：
健康測定専門研修修了医師、
日医認定産業医およびTHP
指導者養成専門研修修了者

全て受講した場合のみ単位付与

＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載された研修会です。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計 50単位以上）の
修得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2
単位・作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上）の
修得が必要です。

　当会では、子育て中の医師などに対し、学習する機会を確保することにより、勤務継続や復職の支援を

行うことを目的に、下記基準を満たす研修会などにおいて託児サービスを併設した場合の費用として２万

円を上限に助成することといたしております。

　つきましては、該当の会議、研修会等がございましたら、当会事業第三課までご連絡くださいますよう

お願いいたします。

　　助成基準

１．対　象　　　⑴　当会会員が会長となって北海道内で開催する全国規模の医学会など

　　　　　　　　⑵　当会会員が会長となって開催する、医師を対象とした学術講演会など

　　　　　　　　⑶　その他、当会が認めたもの

　　　　　　　　　　【助成内容】託児室利用料、保育料、交通費

　　　　　　　　　　　　　　　（遊具・おやつ・おむつ等購入代は対象外）

２．期　間　　　2022年４月～ 2023年３月実施分

３．助成額　　　２万円を限度として実費を助成いたします。

　　　　　　　　※ただし、営利団体等の負担金がある場合は対象外とします。

４．申請方法　　領収書の写し等を添付の上、所定の用紙※によりご申請ください。

　　　　　　　　※下記連絡先までご請求願います。

≪連絡先≫　北海道医師会事業第三課

　　　　　　〒060-8627　札幌市中央区大通西６丁目

　　　　　　TEL 011-231-1726（直通） FAX 011-231-7272　E-mail:josei-dr-shien@m.doui.jp

研修会等への託児サービス併設費用の助成について
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